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第３学年＊組 社会科学習指導案
指導者 冨田 光一郎

１ 単元 国民生活と福祉

２ 単元の目標
(1) 国や地方公共団体の経済活動に関心をもち，租税の意義と役割，社会保障制度やそ
の問題点を意欲的に追究しようとする。 （社会的事象への関心・意欲・態度）

(2) 国民生活と福祉の向上を図るために，国や地方公共団体が果たしている経済的な役
割について，多面的・多角的に考察し，様々な観点や立場から公正に判断することが
できる。 （社会的な思考・判断・表現）

(3) 国や地方公共団体の財政に関する資料を，新聞記事などから集め，必要な情報を読
み取ることができる。 （資料活用の技能）

(4) 財政を支える租税の意義と，国民の福祉を実現するうえでの租税の役割について理
解するとともに，国民が納税の義務を果たすことの必要性を理解することができる。
（社会的事象についての知識・理解）

３ 単元の評価規準

社会的事象への 社会的な
資料活用の技能

社会的事象についての
関心・意欲・態度 思考・判断・表現 知識・理解

・消費税増税の問題を通して，政府の経済活動に関心 ・消費税増税に関して，少子高齢社会など現代社会の ・国の歳出歳入，国債など，財政に関する資料を，様 ・公債残高の増加，少子高齢化の社会保障の充実，環境

をもち，財政上の課題などについて意欲的に追究し 特色をふまえ，日本の税制，社会資本，社会保障制 な々情報手段を活用して収集・選択し，読み取った 保全などの財政上の課題について理解する。

ている。 度，国債などの視点から多面的・多角的に考察し， ことや考えたことをまとめている。 ・国民の生活と福祉の向上を図るために政府が果たして

賛成と反対の立場を踏まえ，自分の考えを根拠を明 いる役割について，調査を通じて具体的に理解し，そ

確にして適切に表現している。 の知識を身に付けている。

４ 単元の指導について
本単元では，社会保障や租税など，国民生活と福祉の向上を図るために，国や地方公

共団体が果たしている経済的な役割について学ぶ単元である。少子高齢化が進む日本で
は，福祉や租税についてどうあるべきかを考えることは，将来を担う生徒たちにとって，
とても重要である。
本学級の生徒は，公民的分野の学習に意欲的に取り組む生徒が多い。模擬選挙や模擬

裁判などでは，進んで自分の考えを発言することができていた。しかしながら，資料か
ら読み取った情報を基に，根拠を明確に自分の考えを表現することを苦手とする生徒が
多くいる。
そこで，指導に当たっては，生徒にとって身近な消費税を取り上げる｡｢消費税は本当

に10％にする必要があるかどうか」という単元を貫く課題を設定し，生徒に社会のしく
みに対しての関心を高めたい。この課題に取り組み，様々な資料を適切に収集・選択さ
せ，情報を正確にとらえさせたい。そして，資料を多面的・多角的に考察させ，公正に
判断させるとともに，自分の考えを適切に表現する態度と能力を育てたい。
そのために，本時までの授業の中で，消費税を増税することの利点と問題点が読み取

れる資料を準備し，消費税増税の利点と問題点を明らかにする授業を行っていく。そし
て，本時ではトゥールミンモデルを取り入れたワークシートを活用し，思考を整理させ
る。
以上のような学習活動を通して，資料を基に，根拠を明確にして，自分の考えを表現

できる力を育ませたい。

５ 指導計画（９時間取扱い）
時 学習活動・内容 関 思 資 知 観点別評価規準

1 ・税金の種類とその特徴について知る。 ● ● ・税金の種類と特徴から，その役割と現在の問題点を理解している。

・単元を貫く課題「消費税は本当に１０％にする必要が ・消費税を10%に増税するかどうかについて，意欲的に自分の考えを表現しようとして

あるかどうか」を設定する。 いる。

2 ・政府の経済活動と租税について知る。 ● ・公債発行による効果と問題点について理解している。
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3 ・景気変動が国民生活に与える影響について考える。 ● ・政府が景気変動を調整していることを理解し，景気変動が国民に与える影響につい

て考える。

4 ・日本の社会保障制度について知る。 ● ・社会保障制度の意味や，日本の社会保障制度について理解している。

5 ・少子高齢化が進むと，日本の財政が厳しくなっていく ● ・新聞記事や資料から，少子高齢社会が進むと，社会保障費が増え，自分たちの負担

ことを，資料から読み取る。 が増えることを読み取っている。

6 ・公害の防止と環境の保全についての取り組みについて ● ・政府が行っている公害防止や環境保全への取り組みについて，理解している。

知る。

7 ・資料から，消費税を増税することと増税しないことの ● ・資料から消費税を増税することの利点と問題点を読み取っている。

メリットとデメリットをマトリクスにまとめる。

○8 ・9 ・消費税は本当に10％にする必要があるかについて，根 ● ・複数の資料を基に，根拠を明確にして自分の考えを表現することができている。

本時 拠を明確にして自分の考えを表現する。

６ 本時の学習
(1) 目標

消費税増税が本当に必要かどうかについて，複数の資料から読み取った情報を基に，
根拠を明確にして，自分の考えを表現することができる。

(2) 準備・資料
教科書，ワークシート，資料集

(3) 展開（１／２）
学習活動・内容 指導上の留意点・評価 （○評は評価）

１ 課題を確認する。
(1) これまでの学習を振り返り，消費 ・これまでの学習内容と単元を貫く課題への判

税増税による影響やメリット，デメ 断を振り返る。
リットなどを確認する。

(2) 本時の学習課題を知る。 ・トゥールミンモデルを取り入れたワークシー
消費税を10％に増税することに賛 トを使って，学習課題を捉えさせる。

成か，反対か自分の意見を表現しよ
う。

２ 消費税を10%に増税することに賛成 ・友達が納得できるように根拠を示して発表で
か反対かどうかについて考える。 きるように助言する。どちらかの意見に偏っ
(1) 個人で第１次判断を行う。 てしまった場合には，授業者が反対の意見に
(2) 少人数で話し合う。 まわり，異なる考え方を示し，多面的・多角

的に考察できるようにする。
・根拠を示すことができない生徒は，賛成か反

対かの判断のみをし，友達の根拠を参考にす
るように支援する。

３ ワークシートに，消費税を10％にす ・資料に番号をふり，ワークシートに記入させ
ることが，必要かどうかの最終判断を ることで，どの資料から，自分の意見を導き
まとめる。 出したかが分かるようにする。

・伝え合ったことを基に，最終的に自分の考え
をまとめられるようにする。

○評消費税を増税することが本当に必要かどうか
について，資料から読み取った情報を基に，
根拠を示して，自分の意見を表現することが
できる。 （思考・判断・表現，ワークシート）

４ 本時の学習を振り返る。 ・本時の学習を振り返るとともに，本時のワー
クシートを基に，次時では発表することを確
認する。


